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要　旨

　　本学年では、『継（つなぐ）～自分―他者―社会の輪を未来へつなぐ』の学年目標のもと、第一学年

では重点目標である「出会う：つながりを創る・広げる」をもとに学年の活動に取り組んだ。後期の総

合カリキュラムで行った「多様性とのであい」では、それぞれの講師の先生方からの学びをもとに、

生徒一人一人が考えた➀一番心に残った総カリの授業での「であい」、②私が見つけた新しい「であ

い」、③多様な「ヒト・モノ・コト」とよりよくつながるために大切な事はなんだろう？の内容をラ

ウンドテーブル形式で共有し、グループごとに多様な「ヒト・モノ・コト」とよりよくつながるため

に大切な事について考えた。それぞれのグループ考えた多様な「ヒト・モノ・コト」とよりよくつな

がるために大切な事のキーワードとして、「相手のことを考える」「理解し尊重する」「お互いのこ

とを認め合い、発信する」「新しいものに積極的に触れていく、受け入れる、快いコミュニケーショ

ンのとり方」等があげられた。

　第一学年での学習を踏まえ、第二学年では、重点目標である「見つめる：つながりを深める・強め

る」を意識させ、「トレードオフ（二律背反）」の概念を生徒に示し、一方を追求するともう一方を犠

牲にしなければならないために起きる問題にも目を向けさせながら「自然との共生」「ダイバーシ

ティ＆インクルージョン」などをテーマとしながら共生について考えさせたい。

キーワード　：　総合的な学習の時間、多様性、共生

Ⅰ　はじめに
１．学年目標と総合カリキュラム
　本学年では、『継（つなぐ）～自分―他者―社会の輪を未来へつなぐ』を学年目標とし、第一学年では

重点目標である「出会う：つながりを創る・広げる」をもとに学年の活動に取り組んだ。

図1 令和４年度　継（つなぐ）学年　グランドデザイン



　第一学年前期の総合カリキュラムでは、６月の宿泊学習と９月の生徒祭を関連付けた学習を行い、後

期の「多様性とのであい」の学習につなげていくことにした。

　６月の宿泊学習「グローバルキャンプ」では、以下のねらいのもと、外国人講師との関わりと通して

社会（文化・人間）の多様性について考える機会を得た。

（１）異文化体験を通して、社会（文化・人間）の多様性に気づき、グローバルな視点を身につ
ける。

（２）英語に親しみ、外国語を学ぶ楽しさを体験し、英語学習の意欲を高める。
（３）中学校で初めての宿泊行事を通じて、集団生活の基礎を身につけ、自主自律の精神を学

ぶ。

　９月の生徒祭では、グローバルキャンプでの出会いをつなげ、広げることをねらいとして、展示（ポ

スター）と伝えるツールを作成して、生徒祭でクラス単位での発表を行った。自分たちが感じた出会い

について発信することで、グローバルキャンプでの出会いから、世界とのつながりに目を向け、多様

な文化との出会いに着目し、深め、広げながら、後期の総合カリキュラムでの「多様性とのであい」

の学習につなげられるよう展開した。

　第一学年後期の「多様性とのであい」の学習では、様々な人や物事と出会う中で多様性を理解し、

つながりを広げる素地を培うことができるよう、継（つなぐ）学年グランドデザイン（図１）に示した、

LGBTQ・ジェンダー・障がい・共生・社会貢献・防災・減災等のキーワードにつながる講師の方から

の学びの場を設けた。生徒自身が考えを深めていけるよう、ワンページポートフォリオシート（OPP

シート）の活用や講師の先生方を招いた学びの共有の場としてのラウンドテーブルを実施した。
　
２．学習内容
　「多様性とのであい」の学習は、表１に示した内容で行った。

表１「多様性とのであい」学習内容

日付 授業名

10/7（金）⑤ ちがいのちがい

10/7（金）⑥ 「ちがい」を受け入れあうための「様々な配慮」を見つけよう！

11/4（金）⑤⑥ 多様性とのであい〜特別支援学校の先生方から学ぶ〜
1年生の総合カリキュラムで筑波大学特別支援教育連携推進グループの先生方をお
招きしました | お茶の水女子大学附属中学校

11/17（木） ジェンダー平等について考えよう
「女の子だから」はねのけて　ツイートもとに中学生へジェンダー授業｜朝日新聞デジ
タル

11/18（金）⑤⑥ 多様性とのであい〜ちがいにリスペクト〜
1年生の総合カリキュラムで株式会社ヘラルボニーの方をお招きしました | お茶の水
女子大学附属中学校

12/2（金）⑤⑥ 多様性とのであい 〜互いの違いを受け止めあえる社会を目指して〜
1年生の総合カリキュラムで多様な性を考える授業を行いました | お茶の水女子大
学附属中学校

12/7（水）⑥ 「伝える」について考えよう［道徳］

12/9（金）⑤⑥ 多様性とのであい 〜デフワールドにようこそ！〜
1年生の総合カリキュラムで手話エンターテイナーの方をお招きしました | お茶の水
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女子大学附属中学校

12/16（金）⑤⑥ 多様性とのであい 〜避難所での暮らしをよりよくする工夫〜
1年生の総合カリキュラムで避難所での暮らしをよりよくする工夫を考えました | お
茶の水女子大学附属中学校

12/23（金）③ 「多様性とのであい」振り返り

2/17（金）⑤⑥ 「多様性とのであい」まとめ・共有

　講師を招いた授業を軸に、導入として「ちがい」とは何かについて考えたり、大学構内で「ちがい」

を受け入れあうための様々な配慮を探したりした。また、講師を招いた授業での学びを広げていくた

めに多様な人が共に過ごす場をよりよくする工夫を考える学習を設定した。

　講師には、これまでも本校の第一学年の総合カリキュラムの講師を依頼している、筑波大学附属特

別支援教育連携推進グループの先生方や認定特定非営利活動法人ReBitさんの他、生徒が自分を開き、

互いが個性を認め合いながら新たなつながりをつくっていくことにつなげることを念頭に置いて学年

で検討し、依頼した。

３．学びのあしあとと共有
　生徒が主体的によりよい未来を創造する姿につなげるため、生徒自身が考えを深めていけるよう、

ワンページポートフォリオシート（OPPシート）の活用や講師の先生方を招いた学びの共有の場として

のラウンドテーブルを実施した。ラウンドテーブルでは、一人一人が自分の学びを整理した

「多様性とのであい まとめ」スライドを用いて行った。
（１）ワンページポートフォリオシート（OPPシート）
　「多様性とのであい」のそれぞれの授業では、資料やワークシートを配布し学習に活用したが、毎

回の学びのまとめを図２に示したワンページポートフォリオシート（以下、OPPシート）として一枚の用

紙に集約した。

　このOPPシートには、授業を通してそれぞれの生徒がであった、

新しい「考え方・価値観・気づき」を整理する。OPPシートのパズ

ルの一コマに、その授業の学びを振り返って自分でタイトルをつけ

る。「〇〇〇とのであい」の〇〇〇の部分に、自分がであった考え

方や価値観、気づきを象徴する言葉や文を入れ込んでタイトルにす

る。タイトルをつけた後は、その回の授業で

学んだ内容を、タイトルに沿って整理してい

く。自分がどのような学びを得たのかじっく

りと省察し、まとめさせた。

　OPPシートのパズルには、学校での学びを

自分の生活に広げながら考えていけるよう、

「多様性とのであい」の学びを踏まえて、生

徒自身が日常の生活の中でであった多様な価

値観や気づきを一つ選んで記入する一コマを

用意した。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２　ワンページポートフォリオシート
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（２）「多様性とのであい まとめ」スライド
　毎回の学びを整理したOPPシートをもとに、生徒一人一人の考えを「多様性とのであい まとめ」ス

ライド（Googleスライド）にまとめた。その内容は以下の通りである。

➀一番心に残った総カリの授業での「であい」
②私が見つけた新しい「であい」
③多様な「ヒト・モノ・コト」とよりよくつながるために大切な事はなんだろう？（個人）

　ラウンドテーブルで、お互いの考えを共有した上で、最終的にグループ（生活班）ごとに「多様な

「ヒト・モノ・コト」とよりよくつながるために大切な事はなんだろう？」について意見を出し合

い、「多様性とのであい まとめ」スライドに整理した。各クラス、それぞれのグループ（生活班）のス

ライドは、Googleサイトに集約したり、プリントアウトして廊下に掲示したりして、お互いの考えを

学年全員が共有できるようにした。

Ⅱ　学習の様子
１．講師の先生方とのであい
（１）多様性とのであい〜特別支援学校の先生方から学ぶ〜

　様々な人たちが一緒にこの世界で暮らしているという多様性への理解を深め、肢体不自由、視覚障

害、聴覚障害について体験を通して生まれた気づきや感情をできるだけ最大化するよう学びを深める

ことをねらいとした。筑波大学特別支援教育連携推進グループの先生方を講師にお招きし、視覚・聴

覚・肢体不自由それぞれの特別支援学校の学校生活の様子や視覚・聴覚障害や肢体不自由について体

験を通して教えていただいた。これから多様性について考えるきっかけになるさまざまなであいがそ

れぞれあった様子が見られた。

（２）多様性とのであい〜ちがいにリスペクト〜

　福祉を起点に新たな文化の創造を目指す株式会社ヘラルボニーの方をお招きし、「ちがいにリスペ

クト」をテーマにした授業を行った。

　講演では、企業・自治体・団体・個人の抱える議題に対して、福祉を軸としたアプローチについて

教えていただいた。『未来言語』のワークショップでは、すべての人をつなぐ、未来につながるコ

ミュニケーションについて考えた。グループごとにさまざまなアイデアでコミュニケーションにチャ

レンジする様子が見られた。仲間ひとりひとりの価値観や意見の違いを認め、その違いをチームの強

みに変えられる仲間づくりにつなげるきっかけにつなげる様子も見られた。



（３）多様性とのであい 〜互いの違いを受け止めあえる社会を目指して〜

　認定特定非営利活動法人ReBitとスターバックスコーヒージャパン株式会社の協働授業「レインボー

学校プロジェクト」として講師をお招きして「多様な性ってなんだろう？」の授業を行った。

　LGBTQをはじめとする多様な性を通して、「ふつう」や「あたりまえ」を

問い直し、多様な「ちがい」をその人らしさと捉え、全ての人が自分らしく生

きることについて、講師の先生のお話を聴きながらじっくり考える様子がうか

がえた。質疑応答の時間では活発に質問が出され、様々な疑問点について理解

を深めることができた。

（４）多様性とのであい 〜デフワールドにようこそ！〜

　手話エンターテイナーの那須映里さんを講師にお招きし、

「デフワールドにようこそ！」をテーマに、那須さんのさまざ

まな経験を生徒に伝えていただいた。ろう者と聴者が対等な関

係になり、協働して社会をつくっていくことの大切さについて

深く考える様子が見られた。

　この授業に向けて、道徳の時間に「伝えるを考える」をテーマに、手話を題材と

した道徳を行った。NHK for School『手話シャワー』などの動画を視聴しなが

ら、相手に伝えるために大切な事を考える様子がうかがえた。筑波大学附属特別支

援学校の先生との授業も生かされていた。

（５）多様性とのであい 〜避難所での暮らしをよりよくする工夫〜

　株式会社三和製作所の方を講師にお招きし、これまでの「多様性とのであい」で学習したことを振

り返りながら、さまざまな情報を活用して多様な人が共に過ごす避難所での暮らしをよりよくするた

めの解決策や改善策を考える活動に取り組んだ。

　避難スペースのブースを作って過ごし方を考え、避難所での暮らしに役立つさまざまなアイテムを

紹介していただくことができた。グループごとに避難スペースで過ごす人の立場に立って意見を出し

合いながら工夫を凝らす様子が見られた。



２．生徒それぞれのであい
　「多様性とのであい」の学習として様々な講師の先生方からの学びをもとに生徒ぞれぞれが新しい

「であい」を見つけ、OPPシートとスライドに整理した。その新しいであいのキーワードは以下の通

りである。

人種差別とのであい／海外から来た友人との出会い／外国の方や他言語とのであい／伝えることの

大切さのであい／セクシュアリティーとのであい／点字ブロックとの出会い／ART DEALERとの

であい／障害者と健常者の関わりとの出会い／色々な考え方との出会い／不自由なときの優しさと

のであい／人は見かけで判断できないことの出会い／たくさんの出来事／違う文化との出会い／不

自由さとの出会い／防災グッズとの出会い／ろう者の世界とのであい／障がいをもっている人・高

齢者との関わり方との出会い／過ごしやすい環境との出会い／外国の方との出会い／年の離れた人

物とのであい／「みんな一緒にやること」との出会い／様々な国の人々とのであい／他の人の考え

を認めることとの出会い／言語が異なる方とのであい／多様性との出会い／全員の個性を受け入れ

る考え方とのであい／障がいのある方のためのバリアフリーとの出会い／先祖の思いを受け継ぐで

あい／友達との出会い／「【協力・助け合い】の大切さ」とのであい／様々な家庭／誰もが過ごし

やすい社会とのであい／世界と日本の違いとのであい／｢助けることの難しさ｣との出会い／可哀そ

うという空気の中過ごす生活／高齢者との出会い／外国人との出会い／楽しむこととの出会い／私

らしさとの出会い／互いに理解し合うこととの出会い／尊重するためには?／お茶大キャンパスとの

出会い「お茶大キャンパス巡り」／周囲の人との考え方の違い／様々な考えの人との出会い／多様

性に配慮した制服とのであい／「笑いの違い」とのであい／「笑いの違い」とのであい／成長して

いく中でのであい／一人一人の個性との出会い／地域の人、幸せとの出会い〜出会いを紡ぐ街〜／

お茶大キャンパスと帰り道での「であい」／壁をなくす活動とのであい／スポーツと障がい者との

であい／劇場で出会った多様性／視覚障害者の方との出会い／車椅子の難題／年齢による障害との

であい／多様な生活の仕方との出会い／自分と違う状況・人との出会い／地域との出会い／年齢と

の出会い／自分らしさとの「であい」／重度障害者の立場との出会い／ドラム式洗濯機との出会い

／国を越えた友達とのであい／色々な国籍とのであい／身近な多様性との出会い／社会の輪との出

会い／様性に関するニュースとのであい／色々な人が求める「多様性」ってなんだろう？〜ダイ

バーシティーとの出会い〜／その人に対する偏見／囁きとのであい／身近な人とのであい／他者の

存在とのであい／ろう者のつながりとの出会い／認め合いとのであい／国会をみて思った新たな視

点／ユーザーさんの安心／障害者を助けるものとのであい／異国文化との出会い／唯一無二の個性

とのであい／新たなコミュニケーションとのであい／身近な出会い／伝わらないこととの「であ

い」／「1Uと多様性」とのであい／別れ／日常に潜む多様性とのであい／多様な考えとのであい／

魅力的な『手話』との出会い／「社会に適応してゆく企業」とのであい／保護犬、ショコラちゃん

の愛嬌とのであい／保護犬、ショコラちゃんの愛嬌とのであい／個性とのであい／周囲の手助けと

のであい／ボランティア／語の壁との出会い／人と人との“（ココロの）距離”をもっと近くに／違

いを認め合うこととの出会い／捉え方による違いとのであい／伝える気持ち伝わらない気持ちとの

であい／ゲームとのであい

　私が見つけた新しい「であい」のキーワードやその内容から、「多様性とのであい」の学習を通し



て、生徒が改めて、自分自身の暮らしや家族、地域の様子を見つめる様子が見られた。なかには、地

域を超え、グローバルな視点での出会いをあげる生徒も見られた。「であい」をもとに気づいたこと

や考えたことの内容では、自分自身の意見やこれから実行したことについて具体的に整理している生

徒も多く見られた。

３．多様なであいから考えたこと
　後期の総合的なカリキュラムで行った「多様性とのであい」の学習のまとめとしてそれぞれのグ

ループで考えたことをスライドに整理した。スライドには、キーワードとその具体的な内容を示し

た。それぞれのグループがあげたキーワードは以下の通りである。

経験を活かし、好奇心を忘れず、お互いを尊重する／思いやりの心／相手のことを考える／相手の

ことを考える／個性、相手の立場／☆僕達のHAPPY未来にむけて☆／相手への思いやり／周りの

ことをよく理解し、また自分の考えを捨てない／理解・社会のものさし／見えない壁を壊そう（知

る・行動する） ／であい→理解→リスペクト→行動→多様な繋がり→新しいであい／ジブンゴト・

ヒトゴト　知る　噂と本当　間／多様性を受け入れ尊重　積極性／お互いのことを認め合い、発信

する／互いの違いを認め合う！！／理解し尊重する／ミュニケーション　Enjoy／新しいものに積極

的に触れていく、受け入れる、快いコミュニケーションのとり方／受け入れる・共通・ポジティ

ブ・知ろうとする気持ち・その場にあった対応

　キーワードとして「相手のことを考える」「理解し尊重する」「お互いのことを認め合い、発信す

る」「新しいものに積極的に触れていく、受け入れる、快いコミュニケーションのとり方」をあげた

グループの考えを以下の図に示した。



　図に示したスライドにまとめられた内容の他にも、どれもよりよい未来を創造する姿につながる主

体的な内容が見られ、学習を通して生徒自身が考えを深めていった様子がうかがえた。

Ⅲ　考察
　それぞれのグループ考えた多様な「ヒト・モノ・コト」とよりよくつながるために大切な事のキー

ワードとして、「相手のことを考える」「理解し尊重する」「お互いのことを認め合い、発信する」

「新しいものに積極的に触れていく、受け入れる、快いコミュニケーションのとり方」等があげられ

た。総合カリキュラムでの「多様性とのであい」の学習を通して、生徒自身が改めて自分自身の身近

な暮らしを見つめたり、地域や社会に目を向け、自分ができることを前向きに考え、多様性について

の学びを深める様子が見られた。

　第一学年での学習を踏まえ、第二学年では、重点目標である「見つめる：つながりを深める・強め

る」を意識させ、「トレードオフ（二律背反）」の概念を生徒に示し、一方を追求するともう一方を犠

牲にしなければならないために起きる問題にも目を向けさせながら「自然との共生」「ダイバーシ

ティ＆インクルージョン」などをテーマとしながら共生について考えさせていきたい。
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